

























Understanding Competencies and Moral Education: 




















































小 学 校 141 63.20%
中 学 校 73 32.70%
高 校 5 2.30%
特別支援学校 4 1.80%
合 計 223 100%
表2　調査対象者（年代別）
　 人数 割合
20 代 103 46.20%
30 代 63 28.30%
40 代 26 11.60%
50 代 29 13.00%
60 代 2 0.90%




















































































































































































































































































































































































































方策等について（答申）」平成 28 年 12 月 21 日の p.1 l.7 より引用。「はじめに」には、2030 年の社会が大きく
変わることを見据えて、明治の学制から蓄積された我が国の教育を評価しつつ、新しい学校教育のあり方を求
めていく必要があるとしている。
（４）同上 p.9 より引用。オックスフォード大学のマイケル・オズボーン氏が「今後 10 年〜 20 年程度で、半数近
くの仕事が自動化される可能性が高い」という予測と、2045 年には人工知能が人類を越える「シンギュラリティ」
に達するという指摘についても言及している。









（６）文部科学省ホームページ中央教育審議会初等中等教育分科会（第 100 回）配布資料「2030 年の社会と子供






いとある。このほか、国立教育政策研究所は紀要第 146 号（2017.3）では、田熊美保「Preliminary Findings 








（８）西野真由美（2017）「人格教育と資質・能力」『紀要第 146 号』p.26  国立教育政策研究所

















（16）リコーナの Character Education については、トーマス・リコーナ , マシュー・デイビッドソン著 , 柳沼良
太監訳（2012）「Smart & Good School（優秀で善良な学校）」慶應義塾大学出版やトーマス・リコーナ著水
野修次郎監訳望月文明翻訳　岩佐信道解説（2001）「人格の教育－新しい徳の教え方学び方－」北樹出版など
がわかりやすい。現在までの研究については、T.Lickona  “The Center for the 4th and 5th Rs（Respect and 
Responsibility）http://www2.cortland.edu/centers/character/（2018.8.15 確認）
　http://www.infoagepub.com/journal-of-character-education（2018.10.15 確認）から見ることができる。日米の
道徳教育の比較研究としては、柳沼良太（2013）「日米の道徳教育に関する比較考察〜新しい人格教育との比較
を中心に〜」『道徳と教育第 331 号』（日本道徳教育学会）　がある。
（17）デュルケム著、梅根悟，勝田守一監修，麻生誠，山村健訳（1968）「世界教育学選集道徳教育論１・２」明
治図書　p.27 l.13 より引用。
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